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て、実践的に患者とかかわる HOW TO の「わざ」の面ではバリントやウイニコットも「自然な成
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 － 94 －
る。彼によれば、「超越 transcendence」は語源的に、trans（超えて）＋ scandere（登る）であり、
それはしばしば内在 immanence との対比の下で使われ、超越は実存 existence（ex 外に＋ sistere 
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 図 2 にあるように、近藤の説はハレとケが非日常と日常（常態）を指す語であるとした点で折口、
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に連続して取り組む。 1 週間の集中内観は週 1 回のカウンセリングに換算すれば 2 年分のカウンセ
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 － 111 －
り返され、嗜癖類似の悪循環に陥ることが臨床的に知られている。つまり、患者が単純にケガレを
求めることはケ（私）にエネルギーやタマフリをもたらすどころか逆に不幸をもたらしてしまう。 
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はさて「おき（置き）」、 1 ％の「迷惑」を思い起こして下さい。” 
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禁制・禁欲には以下の 3 つの次元のものがある。 
 （イ）外枠的構造にかかわる「禁欲」 
 （ロ）対人関係レベルにおける「禁欲」 
   ①内観者同士の会話の禁止 
   ②内観面接における内観者側の禁止－生（なま）の対話の抑制 
 （ハ）内枠的構造（内観 3 項目）にかかわる「禁欲」 
   ①内観 3 項目以外の内省方法の禁止－内省テーマの「禁欲」 
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れるまでに 1 ～ 2 日はかかり、内面的な集中（コモリ）がなされるのに 4 － 5 日かかるのが普通で
ある。狭い屏風内空間に身体が馴染むまでは、内観者は足腰が痛んだり身のやり場に困り、トイレ




























 内観者は想起を積み重ねるうちに、それまで自明であった依存攻撃的認知－うらみ－と内観 3 項
目が決定的に矛盾することを激しい葛藤の中で経験する。面接スタッフの心のもこもったお世話が
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 － 137 －
かもしれない。あるいはそんな単純な回想のためになぜ 1 週間も必要なのかといぶかる人もいるか
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 － 156 －
 天皇支配の正当性の創出という点で、水林が最も重要する政治神話としての記紀の天孫降臨神話
には、上記の水林の「わざ」の捉え方が最もよく現れている（水林、前掲書104-109頁）。 
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